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Step.2 コンテンツ 

1．膜システム 

2．液体的身体 
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1．膜システム 

 

筋膜というシステム 

私たちの身体は、内臓、筋肉、骨がお互いに繋がることで、連動します。 

筋骨格系は、骨と筋肉によって、身体を支え、運動するためのフレームシステムです。 

ほとんどの筋肉は骨から別の骨に繋がり、筋肉が収縮することで、骨が動きます。動く部分の接合部

分がいわゆる関節と言われています。その繋がりは、筋膜と呼ばれる筋肉を包む膜によってなされると

オステオパシーでは考えます。 

生の鶏肉の表面についている半透明の白い薄皮をイメージしてもらえると良いかもしれません。 

筋膜は、身体中をくまなく張り巡らせて、一枚のシートのようです。そして一枚のシートにはフォルクラム

（支点）がありバランスしようとしています。 

  

 

そうすると、例えば腰痛が膝の外側の筋膜である腸脛靭帯の歪みが原因で起こることがあります。 

どんなに腰を治療しても改善しない時、膝を治療すると良くなる事があります。身体が筋膜によって繋

がる事でシステム化しているのを実感します。そして、症状から遠い部分を治療すると効果が高いこと

をレバレッジが高いと言います。上の赤ちゃんの図のように、膝の横から、骨盤、脊椎、首、頭まで筋

膜は繋がっています。頭の歪みは、足に影響し、足の問題は頭の歪みを作り出すことがこの絵からも

分かります。私たちの身体は、筋膜を介してあらゆる部分が相互に影響しあっているシステムであるこ

とがよくわかります。 
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隔膜リリース 

 

隔膜 

身体の水平面を横断する主に筋膜と筋肉で構成されている膜です。 

代表的なのは横隔膜です。 

1.骨盤隔膜 

2.横隔膜 

3.胸郭入り口隔膜 

4.後頭環椎関節 

5.小脳テント（鞍隔膜） 

この 5 つの仕切りを緩めることで、脳脊髄液の循環が良くなります。 

 

隔膜図（下肢を含む） 
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Ex．1 隔膜リリース 

1.骨盤隔膜 

2.横隔膜 

3.胸郭入り口隔膜 

4.後頭環椎関節 

5.小脳テント（鞍隔膜） 

5 つの隔膜を身体がやりたい方法で緩めます。（スティルポイントに 1回入る事） 

 

 

Ex．2 身体全体の膜システムのフォルクラム（支点）にセットアップ 

相手の両肩に軽く触れて、フォルクラムに膜システムを合わせて（中立位で）スティルポイントに入るのを待

ちます。 
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2. 液体的身体 

 

液体的身体 

 

上図のように、年齢によって水分量は異なりますが人間は皮膚と言う袋に水を入れたような液体的身

体構造です。 

その液体がまるで海の潮の満ち引きの様に2～3回/分の周期（Mid tideミッドタイド/中潮汐）で拡張と

収縮を繰り返しています。 

その波が皮膚を越えて、その人のパーソナル・フィールドまたはいわゆるオーラにまで伝わっていきます。 

メトロノームメソッドでは、オーラの事を Zone B と呼びます。 

いわゆる普通の肉体を Zone A と呼んで区別しています。 

それぞれの Zone には、フォルクラム＝fulcrum（てこの支点）があります。 

その Zone が始まり、バランスし、生み出していくポイントです。 

治療はこのフォルクラムに対して Zone をバランスするようにセットアップします。 

そうすると治癒力（脳のレベルが上がります）が生み出されます。 

その時には、同時に自分の知覚が広がります。 

なぜならば、自分と相手の間にも一つの治療フィールドが生まれるからです。 

この治療フィールドは言い換えるとラポールまたは信頼関係です。 

相手の Zone B（オーラまたはパーソナル・フィールド）までが、自分の知覚に入っていたのが、室内または

それを越えてもっと大きなフィールドの情報が自分の知覚に入ってきます。 

感覚の鋭い相手の場合は、その知覚の広がりを一緒に体験します。 
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Ex．1 身体全体の膜システムのフォルクラム（支点）にセットアップ 

スティルポイントから出たら、2～3 回/分のリズムになっているかをチェックする。 

※なっていなかったらもう一回チャレンジ 

 

Ex．2 液体的身体のフォルクラムを見つける 

ミッドタイドになったら Ex．1 と同様にフォルクラムを見つける。 

※凝視しないこと。5%くらいの集中力で見える。 

 

Ex．3 オートマティックシフティング 

フォルクラムに液体的身体をセットアップして、フォルクラムがどのように移動したり、変化したりするのかを体

験する。 

 

 


